
市のまちづくりの施策は、栃木市総合計画に沿って展開しています。
栃木市総合計画の７つの基本方針と合わせて、令和４年度に行われる主な事業の一部をご紹介いたします。

※（）内は事業費

令和４年度
栃木市の 主主なな事業事業

スマートＩＣ整備事業費
（381,500千円）
　東北自動車道の都賀西方パーキングエリアに設置する、
スマートインターチェンジへのアクセス道路の改良工事を
実施し、令和４年度末の供用開始を目指します。

雨水・浸水対策事業費
（379,732千円）
　台風や集中豪雨等による河川からの溢水被害や内水氾濫を
軽減するため、調節池整備に向けた用地取得や河川整備工事
を実施します。

消防庁舎整備事業費
（1,298,755千円）
　狭あいで老朽化している消防本部・消防署庁舎の新築工
事を実施します。

妊産婦健康診査事業費
（84,985千円）
　妊産婦の健康管理の向上と経済的負担の軽減を図るため、
これまで産前・産後のいずれか１回のみであった歯科健診を、
産前・産後の各１回に１回分追加するほか、多胎児妊産婦に
対する健康診査を５回分追加します。

（仮称）栃木東地域学校給食センター整備事業費【新規】
（11,494千円）
　狭あいで老朽化している栃木第三小学校給食共同調理場、
大宮北小学校給食共同調理場および国府北小学校給食共同調
理場の３調理場を統合し、新しい給食センターを整備するた
め、基本設計などの業務委託を実施します。

美術館特別企画展等開催事業費【新規】
（20,152千円）
　１１月の開館に向け市民参加型プログラムなどを開催し、
開館後はその成果展を実施するとともに、令和５年度に実施
予定の開館記念展の準備を行います。

皆川西部地区ほ場整備事業費【新規】
（8,096千円）
　皆川西部地区における、ほ場整備事業による農業生産基盤の
強化を図るため、小野口地区の地形図作成のほか、ほ場整備予
定区域の現地調査や地権者の調査の業務委託を実施します。

新総合計画策定委託事業費
（10,554千円）
　現在の総合計画の計画期間が令和４年度で終了となること
から、令和５年度から１０年間にわたる行政運営の基本方針
となる基本構想、および令和５年度から５年間の前期基本計
画を策定します。

Ⅰ かけがえのない自然に優しいまちづくり

Ⅱ 心地よく暮らせるまちづくり

Ⅲ 安全安心で快適に暮らせるまちづくり

Ⅳ 健康で生きがいを持てるまちづくり

Ⅴ 健やかに人を育み学び続けられるまちづくり

Ⅵ いきいきと働き賑わいのあるまちづくり

Ⅶ 共に考え共に築き上げるまちづくり

写真は吹上小学校給食共同調理場（令和３年完成）

栃木市立美術館（令和４年１１月開館予定）

スマートインターチェンジ完成予想図

新消防本部・消防署庁舎完成予想図

箱森地内 舘野川調節池（令和３年完成）

コウノトリ生息地環境整備事業費【新規】
（２, ７７８千円）
　渡良瀬遊水地周辺に飛来するコウノトリの定着と野外繁
殖に繋げるため、遊水地内の環境整備を実施するとともに、
周辺の自然環境保全に取り組みます。

小野口地区ほ場整備予定地

コウノトリ人口巣塔（令和４年設置）
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